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▼
書
記
局
予
定
▲

１
月
１１
～
１２
日　

地
本
執
行
委
員
会

１
月
２４
日　

全
国
代
表
者
会
議

１
月
２７
日
～　

本
部
・
地
本
春
闘
オ
ル
グ

１
月
29
日　

地
本
・
本
局
分
会
合
同
旗
開
き

　

12
月
に
な
り
早
い
も

の
で
今
年
も
残
す
と
こ

ろ
１
ヶ
月
を
切
り
、
職

場
で
は
忘
年
会
、
家
庭

で
は
ク
リ
ス
マ
ス
、
地

本
で
は
旗
納
め
と
、
イ
ベ
ン
ト

が
目
白
押
し
の
な
か
、
あ
っ
と

い
う
間
に
年
末
・
年
始
を
迎
え

そ
う
な
毎
日
だ
が
、
今
年
の
年

末
・
年
始
は
９
連
休
と
な
る
よ

う
だ
▼
年
末
・
年
始
の
大
型
連

休
を
調
べ
て
み
る
と
、
直
近
で

は
２
０
１
９
年
以
来
５
年
ぶ
り

と
な
る
が
、
ホ
テ
ル
な
ど
の
宿

泊
費
は
相
変
わ
ら
ず
高
騰
が
続

き
、
年
内
に
は
ガ
ソ
リ
ン
補
助

金
が
終
了
す
る
中
で
、「
大
型

連
休
＝
長
期
旅
行
」
と
は
い
か

な
い
も
の
で
あ
る
▼
ち
な
み

に
、
物
価
高
が
継
続
し
て
い
る

中
で
費
用
抑
制
の
工
夫
を
し
た

外
出
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
効
率

的
な
堅
実
志
向
の
過
ご
し
方
が

ポ
イ
ン
ト
と
な
り
、
長
期
旅

行
・
帰
省
だ
け
に
お
金
を
か
け

る
の
で
は
な
く
、
短
期
旅
行
や

日
帰
り
レ
ジ
ャ
ー
、
自
分
の
時

間
確
保
な
ど
様
々
な
過
ご
し
方

を
組
み
合
わ
せ
た
「
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ト
型
」
の
過
ご
し
方
に
注

目
さ
れ
て
る
そ
う
だ
▼
今
年
の

春
闘
で
は
、
最
終
集
計
ま
で

５
％
越
え
を
維
持
し
た
の
は
33

年
ぶ
り
で
あ
り
、
連
合
は
「
定

昇
相
当
分
を
含
め
５
％
以
上
」

「
中
小
組
合
は
格
差
是
正
分

１
％
以
上
を
加
え
て
１
万
８
千

円
以
上
・
６
％
以
上
」
を
目
安

と
す
る
春
闘
方
針
を
確
立
し
、

『
賃
金
も
物
価
も
上
が
ら
な

い
』
と
い
う
社
会
的
規
範
（
ノ

ル
ム
）
を
変
え
、
全
て
の
働
く

人
の
持
続
的
な
生
活
向
上
を
図

り
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
を
定
着

さ
せ
る
こ
と
を
目
指
す
と
し
て

い
る
▼
人
事
院
勧
告
を
踏
ま
え

た
改
正
給
与
法
等
の
施
行
日
は

未
だ
不
透
明
な
状
況
だ
が
、
春

闘
の
結
果
が
人
事
院
勧
告
に
繋

が
る
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
来

年
こ
そ
全
世
代
大
幅
賃
上
げ
を

勝
ち
取
る
た
め
に
春
闘
頑
張

ろ
ー
。�

【
芋
】

『源泉』

『秋年闘争を地本・分会が
　一体で取り組む』ことを確認

11・２分会代表者会議11・２分会代表者会議

『秋年闘争を地本・分会が
　一体で取り組む』ことを確認

　

１１
月
２
日（
土
）秋
田
市「
秋

田
県
労
働
会
館
フ
ォ
ー
ラ
ム
ア

キ
タ
」を
本
会
場
と
し
て
、ｗ
ｅ
ｂ

形
式
に
よ
る
「
２
０
２
４
分
会

代
表
者
会
議
」
が
開
催
さ
れ
、

各
分
会
か
ら
代
表
者
２３
名
が
出

席
し
、
秋
期
年
末
闘
争
の
取
り

組
み
に
向
け
意
思
統
一
を
図
っ

た
。

　

開
会
に
あ
た
っ
て
、
古
村
地

本
副
委
員
長
か
ら
「
本
来
で
あ

れ
ば
、
こ
の
分
会
代
表
者
会
議

で
秋
年
闘
争
等
に
つ
い
て
確
認

し
、
指
令
文
書
を
発
出
す
る
こ

と
に
な
る
が
、
本
部
へ
の
報
告

期
限
等
の
関
係
か
ら
、
す
で
に

指
令
文
書
を
発
出
し
て
い
る
。

変
則
的
な
開
催
を
な
っ
て
し

ま
っ
た
が
、あ
ら
た
め
て
、し
っ

か
り
と
議
論
し
て
い
た
だ
き
、

秋
期
年
末
闘
争
を
分
会
全
体
で

取
り
組
め
る
よ
う
に
お
願
い
し

た
い
。」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

髙
橋
地
本
委
員
長
か
ら
は

「
ま
ず
は
衆
議
院
選
挙
の
取
り

組
み
に
感
謝
し
た
い
。
与
党
の

過
半
数
割
れ
と
な
っ
た
が
、
今

後
、
ど
う
い
っ
た
枠
組
み
で
進

め
ら
れ
て
い
く
の
か
が
見
え
な

い
。
野
党
間
で
選
挙
協
力
が
で

き
れ
ば
議
席
は
も
っ
と
増
え
て

い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、

連
合
の
選
挙
総
括
が
ど
う
な
る

の
か
。」「
人
事
院
勧
告
は
さ
れ

た
が
、
給
与
法
改
正
が
ど
う
な

る
か
見
え
な
い
。
確
定
期
に
向

け
て
し
っ
か
り
と
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。」「
若
年
退

職
者
が
多
い
局
は
、
林
野
労
組

の
組
織
率
も
低
く
な
っ
て
い
る

こ
と
が
実
態
と
し
て
明
ら
か
に

な
っ
て
お
り
、
当
局
も
組
合
の

組
織
率
と
連
動
し
て
い
る
こ
と

を
認
識
し
て
い
る
。」
と
い
っ

た
挨
拶
が
あ
り
、
引
き
続
き
、

髙
橋
地
本
委
員
長
を
座
長
と
し

て
議
題
が
進
め
ら
れ
た
。

　

は
じ
め
に
髙
橋
地
本
委
員
長

か
ら
１０
月
１８
日
に
開
催
さ
れ
た

全
国
代
表
者
会
議
報
告
が
さ

れ
、「
連
合
・
公
務
労
協
等
と

の
取
組
み
」「
衆
議
院
解
散
総

選
挙
を
め
ぐ
る
政
治
情
勢
」

「
２
０
２
５
概
算
予
算
要
求
、

組
織
・
定
員
要
求
」「
国
有
林

野
事
業
の
推
進
」「
組
織
体
制

の
確
立
と
組
織
拡
大
」
な
ど
の

議
論
に
つ
い
て
、
報
告
が
さ
れ

た
。

　

引
き
続
き
、古
村
副
委
員
長
か

ら
地
本
指
令
第
２
号「
２
０
２
４

秋
期
年
末
闘
争
の
展
開
に
つ
い

て
」
提
案
が
さ
れ
、

１�
．
森
林
・
林
業
・
木
材
関
連

産
業
の
基
本
政
策
の
推
進
に

向
け
た
取
り
組
み

２�

．
国
有
林
野
事
業
の
推
進
に

向
け
た
取
り
組
み

３�

．
組
織
強
化
と
民
主
的
な
組

織
運
営
に
向
け
た
取
り
組
み

４�

．
未
組
織
林
業
労
働
者
の
組

織
化
に
向
け
た
取
り
組
み

５�

．
２
０
２
４
人
事
院
勧
告
確

定
期
及
び
２
０
２
５
春
季
生

活
闘
争
に
向
け
た
取
り
組
み

６�

．
反
戦
平
和
及
び
各
級
選
挙

勝
利
に
向
け
た
取
り
組
み

等
に
つ
い
て
、
全
体
的
な
提
案

が
さ
れ
、
こ
れ
を
踏
ま
え
伊
藤

書
記
長
か
ら
は
、
２
０
２
４
秋

年
闘
争
の
取
り
組
み
と
し
て
、

◎�

「
２
０
２
５
年
度
予
算
概
算

決
定
に
向
け
た
要
求
書
」
及

び
「
職
場
改
善
要
求
書
」
を

地
本
・
分
会
が
連
携
を
図

り
、提
出
・
交
渉
す
る
こ
と
。

◎�

２
０
２
５
年
度
事
業
予
定
に

つ
い
て
、
業
務
運
営
に
係
わ

り
、
職
場
実
態
か
ら
要
求
書

を
繰
り
作
り
上
げ
交
渉
等
を

実
施
す
る
こ
と
。

◎�

組
織
率
６０
％
を
目
指
す
取
り

組
み
と
し
て
、「
組
織
化
対

策
委
員
会
」
等
を
設
置
し
、

加
入
未
加
入
の
理
由
等
を
分

析
し
た
上
で
、
繋
が
り
の
あ

る
組
合
員
か
ら
協
力
を
し
て

い
た
だ
き
呼
び
か
け
を
す
る

こ
と
。
等
、
各
項
目
に
つ
い

て
、
具
体
的
に
提
案
が
さ
れ

た
。

　

ま
た
、
そ
の
他
と
し
て
、
新

組
合
員
名
簿
を
作
成
す
る
た
め

各
分
会
か
ら
の
報
告
及
び
地
本

機
関
紙
の
定
期
発
行
に
向
け
た

各
分
会
か
ら
の
投
稿
に
つ
い
て

も
提
案
が
さ
れ
た
。

　

各
議
題
に
つ
い
て
は
、
全
体

で
確
認
が
さ
れ
、「
２
０
２
４

秋
期
年
末
闘
争
の
展
開
に
つ
い

て
」（
地
本
指
令
第
２
号
）
を

地
本
・
各
分
会
が
連
携
し
て
取

り
組
む
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
う

い
っ
た
行
動
を
組
合
員
と
共
有

し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
会
議

を
終
了
し
た
。

　

10
月
15
日
（
金
）、
フ
ォ
ー

ラ
ム
ア
キ
タ
に
お
い
て
、
第
16

回
本
局
分
会
定
期
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
議
長
に
山
城
卓
也
さ
ん

（
３
班
・
技
術
普
及
課
）
を
選

出
し
、神
成
執
行
委
員
長
か
ら
、

「
未
加
入
職
員
の
組
織
化
と
、

国
政
を
は
じ
め
と
す
る
選
挙

戦
、
そ
し
て
局
内
に
お
け
る
職

場
状
況
」
等
に
つ
い
て
挨
拶
が

さ
れ
、
来
賓
の
髙
橋
地
本
執
行

委
員
長
の
挨
拶
、
吉
田
林
退
会

本
局
支
部
支
部
長
の
紹
介
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
西
根
書
記
長
よ
り

２
０
２
３
年
度
闘
い
の
総
括
、

２
０
２
４
年
度
運
動
方
針
案
が

報
告
・
提
案
さ
れ
、今
後
一
年
間

の
活
動
方
針
を
全
体
で
確
認
し

大
会
を
終
了
し
て
き
ま
し
た
。

　

大
会
終
了
後
に
は
、
懇
親
会

を
開
催
し
組
合
員
・
来
賓
含
め

て
夜
遅
く
ま
で
交
流
を
深
め
て

き
ま
し
た
。

　

大
会
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と

は
、業
務
の
忙
し
さ
か
ら
、労
働

組
合
が
職
場
の
中
で
見
え
に
く

い
状
況
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、

組
合
員
一
人
ひ
と
り
が
、
し
っ

か
り
と
職
場
を
見
て
、
仲
間
に

寄
り
添
う
存
在
で
な
け
れ
ば
と

感
じ
た
分
会
大
会
で
し
た
。

　

組
織
化
に
向
け
て
本
局
分
会

ガ
ン
バ
ロ
ー
！

新
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

執
行
委
員
長　
　

神
成　
　

悟

副
執
行
委
員
長　

小
野　
　

徹

副
執
行
委
員
長　

三
浦　

伸
忠

書
記
長　
　
　
　

西
根　

雄
幸

執
行
委
員　
　
　

木
村　

博
臣

執
行
委
員　
　
　

津
嶋　

龍
輝

執
行
委
員　
　
　

松
井　

尊
大

「組織化の
強化を！」

第16回本局分会定期大会

分会代表者会議

報告する髙橋委員長

本会場の状況

提案する伊藤書記長

大会の様子

新分会執行員

秋田市中通６−７−36
全国林野関連労働組合
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１１
月
３
日
、
地
本
事
務
局
を

本
会
場
と
し
て
、
ｗ
ｅ
ｂ
併
用

に
よ
る
地
本
役
員
選
考
委
員
会

を
開
催
し
た
。

　

各
県
協
か
ら
選
考
さ
れ
て
い

る
委
員
と
し
て
、
青
森
県
協
：

笹
木
勲
さ
ん
（
青
森
）、
岩
手

県
協
：
髙
橋
博
孝
さ
ん
（
三
陸

中
部
）、
宮
城
県
協
：
長
岐
祐

平
さ
ん
（
仙
台
）、
秋
田
県
協
：

竹
村
真
一
さ
ん
（
秋
田
）、
山

形
県
協
：
佐
藤
智
博
さ
ん
（
秋

田
）、
の
出
席
を
確
認
し
、
事

務
局
と
し
て
地
本
三
役
が
出
席

し
た
。

　

委
員
会
は
役
員
選
考
委
員
長

の
髙
橋
さ
ん
（
岩
手
県
協
）
の

挨
拶
か
ら
始
ま
り
、引
き
続
き
、

座
長
に
就
任
し
委
員
会
は
進
め

ら
れ
た
。

　

冒
頭
、
髙
橋
地
本
委
員
長
か

ら
「
来
年
の
地
本
大
会
は
役
員

の
改
選
期
で
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
組
織
体
制
の
確
立
を
目
指

す
上
で
も
、
欠
員
を
補
充
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

る
。
次
期
地
本
役
員
体
制
に
向

け
た
議
論
を
お
願
い
し
た
い
。」

と
挨
拶
を
受
け
協
議
事
項
に

入
っ
た
。

　

協
議
事
項
に
つ
い
て
は
、
伊

藤
書
記
長
か
ら
、
２
０
２
４
年

度
地
本
執
行
委
員
会
の
補
充
、

２
０
２
５
年
度
中
央
本
部
執
行

委
員
及
び
各
県
協
（
各
分
会
）

に
お
け
る
役
員
体
制
の
現
状
等

に
つ
い
て
説
明
が
さ
れ
た
。

　

各
委
員
か
ら
は
、「
地
本
執

行
委
員
と
し
て
、
局
及
び
近
隣

署
に
異
動
す
る
こ
と
が
前
提
な

の
か
。」「
来
年
４
月
の
異
動
に

つ
い
て
、
当
局
は
す
で
に
検
討

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。」

「
地
本
・
分
会
体
制
が
整
っ
て

お
ら
ず
、
本
部
役
員
を
選
出
で

き
る
の
か
。」
と
い
っ
た
質
問
・

意
見
等
が
だ
さ
れ
た
。

　

事
務
局
か
ら
は
、「
地
本
執

行
委
員
が
局
や
近
隣
署
に
在
籍

し
て
い
る
こ
と
は
絶
対
で
は
な

い
が
可
能
な
限
り
そ
う
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。」「
状
況
に

よ
っ
て
は
２
月
の
地
本
委
員
会

で
何
ら
か
の
案
を
示
す
こ
と
も

検
討
し
た
い
。」「
本
部
役
員
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
東
北
地
本

か
ら
選
出
で
き
て
い
な
い
こ
と

も
あ
り
、
な
ん
と
か
対
応
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
。」
と
い
っ

た
考
え
が
示
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
各
委
員
か
ら
は
県
内

各
分
会
の
役
員
体
制
の
現
状
及

び
取
り
組
み
状
況
等
に
つ
い

て
、「
地
本
大
会
以
降
に
大
会

を
開
催
し
た
分
会
は
か
な
り
少

な
い
状
況
に
あ
る
。」「
ど
の
分

会
も
役
員
体
制
の
確
立
は
厳
し

い
状
況
に
あ
る
。」「
現
執
行
部

も
、
新
た
に
役
員
を
お
願
い
す

る
の
を
た
め
ら
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。」
と
い
っ
た
話
が

出
さ
れ
た
。

　

事
務
局
か
ら
は
、
厳
し
い
状

況
で
あ
る
こ
と
は
理
解
し
つ
つ

も
、
前
回
の
委
員
会
で
確
認
し

た
組
織
体
制
の
再
構
築
が
必
要

な
こ
と
や
全
体
的
な
人
材
育
成

が
必
要
に
な
っ
て
い
る
こ
と
等

を
改
め
て
確
認
し
、
次
期
地
本

大
会
に
は
組
織
体
制
が
確
立
す

る
こ
と
を
前
提
に
節
目
節
目
で

役
員
選
考
委
員
会
を
開
催
し
て

い
く
こ
と
を
全
委
員
か
ら
了
解

を
得
て
委
員
会
を
終
了
し
た
。

　

９
月
２０
日（
金
）～
21
日（
土
）

の
２
日
間
の
日
程
で
、
分
会
・

支
部
合
同
に
よ
る
東
北（
青
森
）

地
方
共
済
推
進
会
議
が
、
青
森

市
浅
虫
温
泉
旅
館
柳
の
湯
に
お

い
て
59
名
が
参
加
を
し
て
開
催

し
ま
し
た
。

　

開
催
冒
頭
黙
祷
を
捧
げ
た

後
、
成
田
代
表
委
員
（
議
長
）、

共
済
本
部
の
水
田
事
務
局
長
が

基
調
報
告
を
兼
ね
て
挨
拶
を
行

い
、
引
き
続
い
て
矢
吹
（
や
ぶ

き
）
事
業
推
進
部
長
、降
矢
（
ふ

る
や
）
職
員
よ
り
「
２
０
２
５

年
１
月
セ
ッ
ト
共
済
契
約
更
改

と
事
務
処
理
等
」
の
説
明
・
提

案
を
行
い
、
質
疑
の
後
、
表
彰

に
入
り
優
秀
分
会
表
彰
の
盛
岡

分
会
、
永
年
担
当
者
表
彰
の
中

畑
雄
一
様
（
弘
前
支
部
）・
河

原
木
由
英
様
（
花
巻
支
部
）・

故
佐
藤
健
児
様
（
一
関
支
部
）・

八
重
樫
重
夫
様
（
岩
泉
支
部
）

の
１
分
会
４
氏
に
表
彰
状
と
副

賞
を
水
田
共
済
本
部
事
務
局
長

よ
り
授
与
し
１
日
目
を
終
了
。

　

２
日
目
は
、
青
森
・
岩
手
・

宮
城
三
県
に
お
け
る
「
火
災
共

済
・
自
然
災
害
状
況
報
告
」
を

兼
ね
て
角
岸
（
か
ど
き
し
）
こ

く
み
ん
共
済
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
〈
全
労

済
〉
青
森
推
進
本
部
事
業
推
進

部
次
長
、「
三
県
に
お
け
る
交

通
事
故
状
況
報
告
」
を
兼
ね
て

藍
原
（
あ
い
は
ら
）
青
森
損
調

Ｓ
Ｃ
所
長
の
説
明
と
挨
拶
を
頂

き
ま
し
た
。

　

続
い
て
成
田
議
長
（
代
表
委

員
）
と
西
山
共
済
業
務
担
当
よ

り
「
青
森
地
方
連
絡
協
議
会
の

２
０
２
３
年
度
共
済
活
動
と

２
０
２
４
年
の
共
済
活
動
方
針

と
各
種
共
済
加
入
目
標
及
び
自

賠
責
共
済
加
入
目
標
」
等
に
つ

い
て
提
案
し
、
質
疑
の
後
全
体

で
確
認
し
て
２
日
間
の
会
議
を

終
え
ま
し
た
。

　

応
答
要
旨
と
し
て
①
空
家
対

策
関
係
（
金
木
）
②
各
種
共
済

関
係
の
書
類
の
文
字
が
小
さ
く

改
善
を
（
乙
供
）
③
団
体
生
命

共
済
85
歳
満
了
者
に
対
し
何
か

検
討
で
き
な
い
か
（
乙
供
）
④

共
済
推
進
課
題
と
し
て
親
族
組

合
員
の
加
入
促
進
を
進
め
る
べ

き
で
は
な
い
か（
盛
岡
）⑤
セ
ッ

ト
共
済
契
約
更
改
で
学
習
会
を

開
催
す
る
の
で
資
金
援
助
要
請

（
乙
供
）
⑥
自
賠
責
加
入
促
進

で
、
身
内
に
デ
ィ
ー
ラ
ー
等
に

勤
務
し
て
い
る
た
め
難
し
い

（
乙
供
）
⑦
マ
イ
カ
ー
共
済
制

度
改
定
で
損
害
調
査
業
務
を
大

手
損
保
と
連
携
と
る
の
は
経
済

効
果
優
先
で
は
な
い
か（
乙
供
）

　

書
面
で
の
意
見
と
し
て
、
①

車
両
入
替
に
よ
る
マ
イ
カ
ー
共

済
変
更
申
込
書
に
添
付
す
る
書

類
に
つ
い
て
事
前
に
文
書
指
導

す
べ
き
で
な
い
か
（
大
畑
）

※
写
真
そ
の
１

　

契
約
更
改
手
続
き
の
話
を
熱

心
に
聞
く
宮
城
県
か
ら
保
坂

（
宮
城
北
部
）・
長
岐
・
藤
本

（
仙
台
）
担
当
者
は
２
年
連
続

で
出
席
し
て
い
る
。

※
写
真
そ
の
２

　

林
退
会
の
担
当
者
に
交
じ

り
、
こ
ち
ら
も
真
剣
な
表
情
で

こ
れ
か
ら
の
共
済
に
つ
い
て
学

ぶ
担
当
林
野
労
組
の
皆
さ
ん

令和６年度
秋田県林活議員連盟
連絡協議会定時総会

　

秋
田
県
林
活
議
員
連
盟
連
絡

協
議
会
は
、
１１
月
25
日
（
月
）

に
令
和
６
年
度
の
定
時
総
会
を

開
催
、
総
会
に
は
、
県
及
び
各

市
町
村
林
活
か
ら
の
参
加
者
、

来
賓
を
含
め
90
名
余
り
が
参
加

し
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
川

口
一
会
長
は
、「
森
林
・
林
業
・

林
産
業
の
活
性
化
に
向
け
て
、

引
き
続
き
取
り
組
み
を
進
め
て

行
き
た
い
」
と
い
っ
た
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

　

来
賓
は
、
秋
田
県
林
政
懇
談

会
を
組
織
す
る
各
団
体
か
ら
10

人
の
方
が
参
加
し
、
代
表
し
て

東
北
森
林
管
理
局
長
の
大
政
康

史
氏
、
秋
田
県
森
林
技
監
で
あ

る
村
上
幸
一
郎
氏
の
両
名
よ
り

挨
拶
、
そ
の
後
、
石
田
事
務
局

長
よ
り
議
案
の
提
起
、
全
体
討

論
の
後
、
満
場
一
致
で
議
案
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
は
、
秋
田
県
立

大
学
・
木
材
高
度
加
工
研
究
所

（
以
下
「
木
高
研
」）
の
教
授
・

所
長
で
あ
る
高
田
克
彦
氏
よ
り

「
秋
田COI-NEXT�

ソ
ウ
ゾ

ウ
の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い

て
」と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
、

木
高
研
の
設
立
目
的
や
取
り
巻

く
情
勢
、
秋
田COI-NEXT

の

基
本
コ
ン
セ
プ
ト
、
実
施
す
る

研
究
課
題
等
に
つ
い
て
紹
介
が

あ
り
、「
森
」
の
価
値
創
造
を

通
し
た
秋
田
県
の
未
来
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
合
っ
て
い
ま
す
。

　

講
演
会
終
了
後
は
、
１
月
に

着
任
し
た
大
政
東
北
森
林
管
理

局
長
の
歓
迎
を
込
め
て
、
参
加

者
で
の
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、

懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

　

今
年
一
年
間
、
各
分
会
か
ら
の
記
事
投
稿
に
感
謝

し
ま
す
。

　

月
一
回
の
定
期
発
行
に
向
け
て
は
、
組
合
員
の
皆

さ
ん
か
ら
の
記
事
が
大
切
で
す
。

　

各
分
会
の
地
域
で
の
活
動
状
況
等
を
伝
え
て
い
く

た
め
に
も
引
き
続
き
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

良
い
お
年
を
！

機
関
紙
編
集
委
員
会
よ
り

髙橋役員選考委員長

各県協役員選考委員

2年連続出席の保坂さん・長岐さん・藤本さん

林退会及び林野労組の担当者

総会の様子

来賓の皆様講師する高田克彦氏

次
期
地
本
大
会
で
の

　
組
織
体
制
確
立
に
向
け
て

役
員
選
考
委
員
会
を
開
催

役
員
選
考
委
員
会
を
開
催

各
分
会
組
合
員
の
皆
さ
ん
へ

2025年1月セット共済
契約更改で意思疎通を図る
―東北（青森）地方共済推進会議開催―


